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スポーツセンター

はだの丹沢
クライミングパーク

宿泊施設立地の可能性検討

交流発信拠点における
総合的な情報発信

秦野SA( 仮称 )スマート IC
周辺の道路基盤整備を推進

松田町との連携

山北町との連携

山岳・里山アクティビティ
活動拠点としての活用

ゴルフ場遊休コース等を活用
した新たな散策ルートの創出

地元農家等と連携した
観光農園の拡充・周知

いなか暮らし体験と連携した
「さと地共生住宅制度」の周知

市民農園等を活用した
週末農業等の周知

森林セラピーロードを
活用したツアーの開催

表丹沢唯一のテントサイト
を生かした拠点づくり

クライミングの普及促進

●表丹沢
　野外活動センター

●里山ふれあい
　センター

●羽根スポーツ広場
　(仮称 ) 用地

福祉施設や地元農家との
連携による農福連携の推進

林道活用による山岳・里山
アクティビティの活性化

遊休地等の活用による多様な
山岳・里山アクティビティ

環境の創出

森林セラピーロードを
活用したツアーの開催

表丹沢の魅力向上に
つながる活用方法の検討

ハイキングコースの活用・周知

新たな景観スポット
の整備検討

山岳・里山アクティビティ
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大山（伊勢原市、厚木市）
との連携

清川村との連携

県と連携した効果的な
道路環境整備の研究

ヤビツレストハウス（仮称）
との一体的な活用の検討

県と連携した情報発信・休憩スポット
としての魅力向上策の検討　

タクシー等の活用による
回遊性向上の検討

ヤビツ峠周辺のサイクリング
マナー向上に向けた啓発活動

山岳・里山アクティビティ
拠点としての機能充実

森林セラピーロードを
活用したツアーの開催

市民や活動団体が主催する
歴史巡りツアーの推進・周知

地域活動拠点としての活用

方向性１ 表丹沢の玄関口としての機能
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凡例

対象エリア：表丹沢

山岳・里山活動の連携軸

市営林道
県営林道等
組合林道等

整備済み

体験農園・観光農園
山岳アクティビティ施設

水資源スポット
市の施設 ( 公民館等 )
直売所
温浴施設

事業中
未整備

丹沢大山国定公園

流動性を強化する軸
山岳回遊軸

軸

林道

都市計画公園

国有林林道等

バス路線
森林セラピーロード

ゴルフ場
里山系団体活動フィールド

歴史・文化資源

山小屋

交流発信拠点
自然体験拠点
地域活動拠点

拠点

※標高グラデーションは、
　200ｍ間隔で色分け

表 丹 沢
魅力づくり
構 想

～わたしのいつもを変える、
                              暮らしを高める～

表丹沢魅力づくり構想マップ 表丹沢が有する様々な分野の資源と、それらの魅力を最大限に引き出すための
エリアごとの特徴を生かした「エリア別方向性」をマップに示します。

「本
物の魅力」

が見つかる表丹沢

　表丹沢には、農林業、観光、歴史、文化、スポーツなど様々な分野の資源が
あります。都心からのアクセスの良さを生かしながら、これらの様々な分野の
資源を磨き、つなげ、そして新たに触れる機会を増やすことで、一人ひとりが「本
物の魅力」を見つけ出せる場所としていきます。
　これにより市民は、いつも目の前にある風景や環境など、表丹沢が持つ資源
の魅力を再認識し、地域への愛着や誇り（シビックプライド）を高め、豊かな
暮らしを実現していきます。
　また、市外からの来訪者には、２度３度と訪れていただく中で、都心や日常
生活ではなかなか味わえない体験を通じ、親しみの持てる場所や第２のふるさ
ととしての関係を築き、交流人口や関係人口を創出することにより地域の活性
化にもつなげていきます。

　それぞれのエリアが持つ資源を生かしながら、特性の異なる活動を創出していくた
め、表丹沢を３つのエリアに分け、各エリアでの方向性を示します。

１. 「都心から近い山岳・里山アクティビティの聖地」
　  としてのブランディング
２. 活動を支える拠点形成
３. 回遊と滞在を高める仕掛けの充実
４. 安全・安心に楽しむための基盤整備

１. 資源の新たなプロモーション
２. 遊休地等の有効活用
３. 二次林の活用等による適切な自然保護の推進

こんな表丹沢を目指します 表丹沢全体で取組む「５つの基本方針」 エリアごとの特性を生かした「エリア別方向性」

市民
地域への愛着・誇り
豊かな暮らしの実現

いつもの
風景・環境

魅力の再認識

来訪者
親しみのもてる場所
第２のふるさと

都心暮らし
日ごろの生活表丹沢ならではの体験

本物の魅力
表丹沢

方針 資源を支える

仕組みの充実１

方針 資源の適切な保全

と新たな展開２

１. 地域特性を生かしたコンテンツの強化
２. 地域による魅力の発信と交流

方針 地域が主体と

なった体験の提供３
１. 市民の暮らしに身近な表丹沢
２. 表丹沢での新たな楽しみ・暮らしの提案

方針 新しいライフ

スタイルの提案４
１. 情報プラットフォームの充実
２. 周辺地域との連携による魅力の広がり

方針 交流・発信による

魅力の高め合い５

方向性１ 表丹沢の玄関口としての機能

方向性２ 自分にあった楽しみ・暮らしの発見

方向性２ 自分にあった楽しみ・暮らしの発見

方向性３ 広域的な魅力向上

方向性 広域的な魅力向上

方向性１ 人それぞれの表丹沢とのコトづくり

方向性１ 人それぞれの表丹沢とのコトづくり

方向性２ 新たな活動の展開を支える拠点形成

方向性２ 新たな活動の展開を支える拠点形成

方向性１ 活発な地域活動と交流の促進

方向性１ 活発な地域活動と交流の促進

方向性２ 広域的な魅力向上

表丹沢西

表丹沢中央

表丹沢東

楽しみが始まる

出会いのエリア

体験による

自分発見のエリア

地域活動が生む

交流のエリア
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